
出典：事業量の推移は各農業共済組合及び連合会の組織体制強化計画を基に作成、業務会計の収支予測

は第２回高知県農業共済特定組合設立推進協議会資料（各農業共済組合及び連合会の資料を基に

推進協議会事務局において作成）をその後の収支実績により修正

事業量の推移（各年度の実績または引受見込） 収支予測（人件費以外の現在の支出を維持すると）
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県
域
１
農
業
共
済
組
合
（
特
定
組
合
）
の
設
立
に
向
け
て

高
知
県
農
業
共
済
特
定
組
合
設
立
推
進
協
議
会

○
農
業
共
済
組
合
を
取
り
巻
く
状
況

近
年
、
農
業
者
の
減
少
と
高
齢
化
が
急
速
に
進

み
、
農
業
共
済
組
合
の
事
業
量
も
下
降
の
一
途
を

た
ど
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
共
済
資
源
の
減

少
が
見
込
ま
れ
る
と
と
も
に
、
運
営
の
た
め
に
必

要
な
収
入
の
確
保
に
も
難
し
い
状
況
が
続
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
農
業
共
済
組
合
の

経
営
の
健
全
性
が
損
な
わ
れ
、
ひ
い
て
は
組
合
員

サ
ー
ビ
ス
に
も
支
障
を
き
た
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

○
新
た
な
組
織
再
編
構
想
の
策
定

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
農
業
共
済
組
合
が
将

来
に
わ
た
っ
て
も
農
業
共
済
制
度
を
維
持
・
向
上

さ
せ
る
た
め
に
、
組
織
再
編
計
画
検
討
会
議
（
安

芸
地
区
、
香
美
郡
、
土
佐
、
中
央
、
四
万
十
の
各

農
業
共
済
組
合
長
、
連
合
会
参
事
、
参
事
会
長
、

職
員
協
議
会
長
、
農
協
中
央
会
組
織
整
備
部
長
、

県
の
関
係
課
長
で
構
成
）
に
お
い
て
、
平
成
二
十

二
年
六
月
に
県
域
１
農
業
共
済
組
合
（
特
定
組

合
）
構
想
を
策
定
し
、
併
せ
て
、
現
在
の
６
事
業

所
体
制
で
運
営
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

○
県
域
１
農
業
共
済
組
合
（
特
定
組
合
）
構
想

県
域
１
農
業
共
済
組
合
（
特
定
組
合
）
構
想
と

は
、
県
内
に
あ
る
５
農
業
共
済
組
合
が
合
併
を
し

て
１
組
合
と
な
り
、
連
合
会
を
承
継
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
県
域
の
人
材
や
資
金
な
ど
の

全
て
の
経
営
資
源
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、
経

営
基
盤
を
強
化
し
、
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・

向
上
を
目
指
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
連
合
会
を
承
継
し
た
県
域
１
農
業
共
済

組
合
の
こ
と
を
、
農
業
災
害
補
償
法
で
は
、
「
特

定
組
合
」
と
呼
び
ま
す
。

○
国
か
ら
の
指
導
に
つ
い
て

平
成
二
十
二
年
十
一
月
に
は
、
国
か
ら
農
業
共

済
団
体
と
都
道
府
県
に
対
し
て
「
農
業
共
済
団
体

等
に
お
け
る
１
県
１
組
合
化
の
取
組
の
推
進
に
つ

い
て
」
が
、
指
導
文
書
と
し
て
通
知
さ
れ
、
よ
り

一
層
合
理
的
で
効
率
的
な
制
度
運
営
や
農
家
の
負

担
軽
減
な
ど
を
果
た
す
た
め
に
、
１
県
１
組
合
化

へ
の
移
行
を
基
本
方
針
と
し
て
推
進
す
る
こ
と
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
全
国
の
農
業
共
済
団
体
に
、
１

県
１
組
合
化
に
向
け
て
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

○
高
知
県
農
業
共
済
特
定
組
合
設
立
推
進
協
議
会

県
域
１
農
業
共
済
組
合
（
特
定
組
合
）
の
設
立

に
向
け
て
は
、
数
多
く
の
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

設
立
推
進
協
議
会
（
各
農
業
共
済
組
合
長
、
連
合

会
参
事
、
職
員
協
議
会
長
、
高
知
県
協
同
組
合
指

導
課
長
で
構
成
）
を
設
置
し
て
、
共
に
状
況
を
確

認
し
、
目
指
す
特
定
組
合
の
形
を
話
し
合
い
な
が

ら
、
課
題
を
一
つ
一
つ
解
決
す
る
努
力
を
重
ね
て

い
ま
す
。
併
せ
て
、
関
係
者
へ
の
啓
発
活
動
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

水稲はH21の93.3％に、

家畜（牛）はH21の82.8％に、

園芸施設はH21の約79.5％に

退職者不補充による
人件費節減分を除い
て、H30には約4.7億円

の累積赤字

剰余累
計

損失累
計

＊業務会計



○県域１農業共済組合（特定組合）の組織図

NOSAI部長（共済連絡員）・損害評価員・女性部員等

※通常は総会に代わる総代会により運営を行っていますが、農業災害補償法上、
総会は必置機関となっています。

※支所運営協議会は、「総代・NOSAI部長・損害評価員・その他必要なメンバー」を

構成員として、地域の声を事業運営に反映するために各支所に設置するものです。

高知県農業共済組合（仮称）

2

理事会監事会

総代会 総 会

安芸支所

香美支所

土佐支所

中央支所

高幡支所

幡多支所

中央家畜診療所

高幡家畜診療所

本 所
支所運営
協議会

支所運営
協議会

支所運営
協議会

支所運営
協議会

支所運営
協議会

支所運営
協議会

損害評価会

組合員

※各支所の名称は仮称

農
業
共
済
組
合
は

こ
れ
か
ら
も

高
知
県
の
農
業
を

支
え
続
け
ま
す
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■
ど
う
し
て
今
、
県
域
１
組
合
化
が

進
め
ら
れ
て
い
る
の
か

農
業
共
済
の
事
業
量
が
減
り
、
収
入

の
確
保
が
難
し
い
と
お
伝
え
し
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
も
う
少
し
詳
し
く
見
て
み

ま
し
ょ
う
。
十
年
前
の
収
入
と
今
の
収

入
を
比
べ
る
と
、
５
組
合
と
連
合
会
を

合
わ
せ
て
１
億
円
も
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。

水
稲
の
作
付
面
積
が
昭
和
六
十
三
年

頃
か
ら
全
国
的
に
減
り
始
め
、
高
知
で

は
園
芸
施
設
も
平
成
七
年
頃
か
ら
減
り

続
け
て
い
ま
す
。
５
組
合
は
、
組
合
員

の
協
力
の
下
、
園
芸
施
設
共
済
の
加
入

推
進
な
ど
に
努
め
て
事
業
規
模
を
確
保

し
、
こ
れ
に
対
抗
し
て
き
ま
し
た
が
、

国
の
財
政
悪
化
で
補
助
金
も
十
年
で
１

億
円
以
上
削
減
さ
れ
、
組
合
の
財
政
は

厳
し
く
な
り
ま
し
た
。

使
え
る
予
算
も
１
億
円
減
っ
た
訳
で

す
が
、
そ
う
簡
単
に
切
り
替
え
は
効
き

ま
せ
ん
。
人
件
費
は
十
年
前
と
同
程
度
。

一
方
、
業
務
費
や
普
及
推
進
費
な
ど
直

接
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
予
算
が

押
し
つ
ぶ
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
連
合
会
と
５
組
合
に
共
通
し
た

傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
５
組
合
の
財
政
状
態
は
様
々

で
す
。
共
済
資
源
が
減
る
ス
ピ
ー
ド
、

国
補
助
金
の
大
小
な
ど
の
違
い
、
ま
た

職
員
の
年
齢
層
に
よ
る
給
与
の
必
要
額

の
差
な
ど
が
あ
っ
た
た
め
、
毎
年
の
使

え
る
予
算
や
、
将
来
に
備
え
る
蓄
え
に

も
組
合
間
に
格
差
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

今
後
も
農
業
者
の
減
少
・
高
齢
化
は

続
き
、
国
の
財
政
が
好
転
す
る
こ
と
は

望
め
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
状
態
が
続

く
と
、
や
が
て
は
組
合
員
の
負
担
す
る

賦
課
金
を
大
幅
に
引
き
上
げ
た
り
、
職

員
を
少
人
数
し
か
雇
え
な
い
た
め
に
損

害
評
価
に
な
か
な
か
来
ら
れ
な
い
、
間

に
合
わ
な
い
と
い
っ
た
こ
と
が
、
財
政

状
況
の
厳
し
い
組
合
か
ら
順
に
起
き
る

と
予
測
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
防
が

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

組
合
が
組
合
員
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
落

と
さ
ず
に
単
独
で
は
や
っ
て
は
行
け
な

い
こ
と
、
こ
れ
は
も
う
は
っ
き
り
と
見

え
て
い
ま
す
。
財
政
状
況
が
ま
だ
そ
れ

程
悪
く
な
い
組
合
も
、
蓄
え
を
使
い
果

た
し
た
後
は
同
じ
道
を
た
ど
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
幾
つ
か
の
組
合

の
合
併
で
は
、
で
き
る
こ
と
に
限
界
が

あ
り
解
決
策
と
し
て
不
十
分
で
す
。
１

組
合
化
の
方
針
が
決
定
さ
れ
た
の
は
、

そ
れ
が
残
さ
れ
た
唯
一
の
解
決
策
で
あ

る
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

人件費 事務費 業務費 普及推進費

◇組合と連合会の合計（H13を100とする）

※業務費：理事・総代の旅費・日当、NOSAI部長（共済連絡員）の報酬、会議費、講習会費等

※普及推進費：事業奨励費、組合広報紙など広報費等
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■
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
心

農
協
は
農
家
が
出
資
し
て
、
農
家
の
所

得
な
ど
を
向
上
さ
せ
る
為
に
働
く
組
織
で

す
か
ら
、
組
合
に
よ
り
営
農
面
で
の
サ
ー

ビ
ス
は
違
っ
て
い
ま
す
。

農
業
共
済
は
、
国
が
農
家
の
為
に
行
う

国
策
で
す
が
、
農
家
が
作
っ
た
組
合
が
地

域
で
国
の
仕
事
を
担
当
し
て
い
る
の
は
、

農
家
同
士
の
相
互
扶
助
の
伝
統
・
心
を
活

か
す
た
め
で
す
。
地
域
の
農
家
が
助
け
合

う
こ
と
が
一
つ
目
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
心
。

組
合
の
地
域
で
、
県
域
で
、
日
本
中
で

組
合
員
に
同
じ
補
償
を
で
き
る
こ
と
が
農

業
共
済
で
は
何
よ
り
大
切
で
す
。
こ
の
国

の
仕
事
を
担
っ
て
い
る
こ
と
の
誇
り
・
責

任
感
が
二
つ
目
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
心
。

１
組
合
化
へ
は
互
い
の
資
産
の
違
い
な

ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
二
つ
目
の
心

が
あ
れ
ば
必
ず
越
え
ら
れ
る
ハ
ー
ド
ル
で

す
。自

分
の
組
合
だ
け
で
な
く
、
他
の
組
合

の
こ
と
も
心
配
し
、
蓄
え
の
少
な
い
組
合

で
組
合
員
へ
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
が
深
刻
に

な
る
前
に
、
新
し
い
特
定
組
合
で
１
組
合

な
れ
ば
こ
そ
で
き
る
有
効
な
対
策
を
実
行

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

県
域
の
全
て
の
組
合
員
の
皆
様
、
二
つ

の
心
で
応
援
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

事業会計

事業会計

事業会計

事業会計

事業会計

事業会計

事業会計

多数の組合

特
定
組
合
業
務
会
計

特定組合
事業会計

特定組合

連合会の
事業会計

５組合連合会

５組合の
業務会計

連合会の
業務会計 業務会計

組
合
一
つ
一
つ
の
規
模
が
小
さ
い
と

大
き
な
災
害
の
時
に
は
支
払
う
共
済
金

が
不
足
し
て
し
ま
い
ま
す
。
昭
和
二
十

三
年
に
百
七
十
八
の
組
合
が
そ
れ
ぞ
れ

事
業
会
計
の
大
部
分
を
組
合
か
ら
切
り

離
し
て
一
つ
に
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の

一
ま
と
め
の
事
業
会
計
を
管
理
し
、
災

害
時
に
保
険
の
形
で
組
合
に
支
払
う
為

の
助
け
合
い
の
組
織
と
し
て
連
合
会
を

設
立
し
た
の
で
す
。

連
合
会
は
県
内
組
合
の
共
済
事
業
の

均
質
化
や
取
り
ま
と
め
を
行
い
ま
す
が
、

本
質
は
組
合
同
士
の
助
け
合
い
を
実
行

す
る
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。
１
組
合
化

で
連
合
会
は
役
割
を
勤
め
終
え
、
資
産

や
人
材
は
特
定
組
合
に
引
き
継
が
れ
ま

す
。百

七
十
八
の
組
合
が
合
併
を
重
ね
て

現
在
の
５
組
合
に
至
り
、
一
つ
に
な
る

節
目
に
、
共
済
制
度
創
設
以
来
、
組
合

同
士
が
支
え
合
っ
て
き
た
こ
と
を
振
り

返
っ
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
組
合
同
士
の
助
け
合
い

は
形
を
変
え
、
実
現
し
た
１
組
合
（
特

定
組
合
）
の
中
で
、
皆
が
共
に
力
を
発

揮
す
る
こ
と
に
受
け
継
が
れ
て
行
く
こ

と
と
思
い
ま
す
。

※

事
業
会
計
と
は
、
共
済
掛
金
な
ど

を
蓄
え
、
共
済
金
支
払
い
に
備
え
る
た

め
の
会
計
で
す
。

■
組
合
同
士
の
助
け
合
い
の
こ
と

昭和２３年現在特定組合

５組合の
事業会計
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こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
経
過

○
平
成
二
十
年
度

連
合
会
と
各
組
合
の
管
理
職
員
、
若
手
職
員

を
対
象
と
し
て
、
農
林
水
産
行
政
担
当
者
等
を

講
師
に
招
き
、
農
業
共
済
組
合
を
取
り
巻
く
課

題
に
つ
い
て
六
回
の
勉
強
会
を
開
催
。

○
平
成
二
十
一
年
度

組
織
再
編
計
画
検
討
会
議
を
発
足
さ
せ
、
農

業
共
済
団
体
の
将
来
構
想
に
つ
い
て
検
討
協
議

を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
各

組
合
の
理
事
会
等
で
意
見
交
換
を
実
施
。

検
討
会
議
委
員
に
よ
る
先
進
県
の
視
察
。

○
平
成
二
十
二
年
度

六
月
の
第
五
回
検
討
会
議
に
お
い
て
、
県
域

１
農
業
共
済
組
合
（
特
定
組
合
）
構
想
を
策
定

し
、
併
せ
て
、
６
事
業
所
体
制
の
堅
持
を
決
定
。

全
市
町
村
の
農
業
担
当
部
署
に
報
告
し
、
理

解
と
協
力
を
依
頼
。

設
立
推
進
協
議
会
を
設
置
し
、
構
想
実
現
に

あ
た
っ
て
の
個
別
課
題
の
解
決
方
策
に
つ
い
て

検
討
協
議
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
内
容
に
つ

い
て
、
各
組
合
の
理
事
会
等
に
お
い
て
意
見
交

換
を
実
施
。

国
か
ら
全
国
の
農
業
共
済
団
体
と
都
道
府
県

に
対
し
て
、
１
県
１
組
合
化
に
向
け
た
指
導
。

説
明
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
各
組
合
総
代

会
で
の
経
過
報
告
。

○
平
成
二
十
三
年
度

各
組
合
総
代
会
で
の
経
過
報
告
。

設
立
推
進
協
議
会
と
し
て
、
個
別
課
題
の
解

決
方
策
に
つ
い
て
検
討
協
議
を
行
う
と
と
も
に
、

各
組
合
理
事
会
等
に
お
い
て
意
見
交
換
を
実
施
。

○
総
代
の
定
数

組
合
員
三
百
名
に
一
名
の
総
代
と
し
ま
す
。

○
理
事
・
監
事
の
構
成

理
事
数
は
再
協
議
中
。
監
事
は
県
内
で
三
名
。

○
職
員
定
数

退
職
不
補
充
等
に
よ
り
平
成
三
十
年
度
に
は
七
十

名
と
な
り
ま
す
。

○
支
所
運
営
協
議
会
の
設
置

意
見
集
約
の
た
め
の
支
所
運
営
協
議
会
を
設
置
。

○
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

定
数
は
そ
の
ま
ま
。
報
酬
、
日
当
等
は
協
議
中
。

○
退
職
給
与
引
当
金

継
続
審
議
中
。

○
各
種
引
当
金
（
退
職
給
与
を
除
く
。
）
の
引
き
継

ぎ
継
続
審
議
中
。

○
支
所
会
計

支
所
に
は
小
払
資
金
で
の
支
払
を
残
し
ま
す
。

○
損
害
評
価
体
制

損
害
評
価
員
の
定
数
は
そ
の
ま
ま
。
損
害
評
価
会

は
県
域
と
な
り
ま
す
。

○
損
害
防
止
事
業

財
政
状
況
を
見
な
が
ら
事
業
を
強
化
し
て
い
き
ま

す
。

○
設
立
の
時
期

新
組
合
設
立
の
時
期
に
つ
い
て
協
議
中
。

○
合
併
の
方
式
は
？

各
組
合
が
対
等
な
立
場
で
合
併
す
る
こ
と
か
ら
、

県
域
を
区
域
と
す
る
一
つ
の
組
合
を
新
設
し
ま
す
。

○
連
合
会
は
？

連
合
会
は
、
新
組
合
が
設
立
さ
れ
た
一
ヶ
月
後

に
、
連
合
会
と
し
て
の
業
務
を
終
え
て
解
散
し
ま

す
。
連
合
会
の
資
産
な
ど
の
権
利
義
務
は
、
新
組

合
に
承
継
さ
れ
ま
す
。

○
合
併
前
の
各
組
合
の
権
利
と
義
務
は
？

合
併
に
よ
り
解
散
す
る
各
組
合
の
資
産
な
ど
の

権
利
と
義
務
は
、
法
の
規
定
に
基
づ
き
新
組
合
に

引
き
継
が
れ
ま
す
。

○
各
組
合
と
連
合
会
の
職
員
は
？

各
組
合
の
職
員
は
新
組
合
設
立
時
に
、
連
合
会

の
職
員
は
新
組
合
設
立
の
一
ヶ
月
後
に
、
新
組
合

の
職
員
と
な
り
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
本
所
や
支
所

に
配
属
さ
れ
県
域
全
て
の
組
合
員
の
た
め
に
汗
を

流
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

○
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
は
？

農
家
と
組
合
員
と
の
つ
な
が
り
を
最
も
大
切
な

も
の
と
考
え
、
現
在
の
六
つ
の
事
業
所
（
安
芸
、

香
美
、
土
佐
、
中
央
、
高
幡
、
幡
多
）
を
新
組
合

に
お
い
て
も
支
所
と
し
て
存
続
さ
せ
、
組
合
員

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。
一

つ
の
組
合
と
し
て
支
所
間
の
応
援
態
勢
を
整
備
し
、

災
害
時
の
迅
速
な
対
応
を
可
能
と
す
る
と
と
も
に
、

職
員
の
専
門
性
を
高
め
る
こ
と
で
組
合
員
ひ
と
り

ひ
と
り
の
期
待
に
応
え
て
い
き
ま
す
。

推
進
協
議
会
で
の
主
な
課
題
の
検
討
状
況

主
な
問
答



県域１農業共済組合（特定組合）の概要

現在の組合と連合会のすがた（平成２３年３月３１日現在）

※事業規模点数とは、水稲１０ａ当たり１．０点、牛１頭当たり４．０点、園芸施設１棟当たり７．６点、

果樹１０ａ当たり８．５点、建物１棟当たり１．０点、農機具１台当たり１．０点など、組合の事業規模を

表すための指標。

新しい組合のすがた

6

農作物共済

家畜共済 園芸施設共済畑作物共済（茶）

果樹共済

1,625a

農機具共済

10,594ha

34,056頭 14,256棟

7,087a

3,639台

建物共済

58,831棟

畑作物共済（蚕繭）

6.59箱

組合員 38,968人

資産額 125億円

事業規模点数 342,436点 総共済金額 5,216億円

組合員数
(人)

役員数
（人）

職員数
（人）

面積
（km²）

事業規模
点数（点）

共済金額
（百万円）

資産額
(百万円)

安芸地区農業共済組合 3,566 12 9 1,129 44,855 44,992 645

香美郡農業共済組合 6,317 10 10 665 55,544 102,851 610

土佐農業共済組合 8,258 17 16 1,071 72,994 110,578 1,193

中央農業共済組合 7,403 18 11 1,272 44,215 76,490 884

四万十農業共済組合 13,424 25 27 2,968 124,828 186,735 1,999

高知県農業共済組合連合会 － － 32 － － － 7,187

（平成22年度実績）

平成２３年１２月

高知県農業共済特定組合設立推進協議会

事 務 局： 高知県農業共済組合連合会 高知県農業振興部協同組合指導課

住 所 高知市升形１０－５ 高知市丸ノ内１丁目７番５２号

電 話 ０８８－８２２－４３４６ ０８８－８２１－４８０３

Ｆ Ａ Ｘ ０８８－８２２－４３４９ ０８８－８２１－４７０３

E‐Mail kikaku@nosai‐kochi.or.jp 162301@ken.pref.kochi.lg.jp


